
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 15 分から 17 時 45 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・季節のイベント・お誕生日会・事業所外活動・公共交通機関や公共施設の利用

家族支援

・障がいや発達の心配について一緒に考え、ご家庭での過ごし方が充実
　できるように支援します。
・成長に伴うお子様の心の変化を共有し、その思いを尊重しながら寄り
　添っていけるように支援します。

移行支援
・進路やライフステージが変わるときに、ご本人の意思やご家族
　の考えをお聞きしながら安心して次のステージ進めるよう相談
　支援を行い、関係機関との連携を図ります。

地域支援・地域連携 ・学校や関係機関と適宜、連携します。 職員の質の向上

・事業所内研修、課内研修の実施
・法人における全体研修(実践発表・コンプライアンス・接遇・ひやりイ
　ンシアクシ報告等）や法定研修(虐待防止及び身体拘束の適正化・感染
　症対対策・BCP他）への参加
・外部研修の参加　・事業所内の勉強会

支　援　内　容

・生活リズムや発作の状況・健康状態、学校での過ごし方の把握に努めます。
・日常生活動作の中でその子なりに『やってみよう』とすることや介助者と協力しながら行えることが増えるように支援します。

・安定した姿勢保持や上下肢の介助を行い、様々な活動で『できた！』『楽しい！』と思える経験が積み重ねられるようにします。
・様々な感覚が活用できるような遊びを提供します。

本
人
支
援

・様々な感覚を実感し活用できるような遊びを提供し、色々な概念が形成されるように支援します。

・自分の思いがわかってもらえる経験や、はっきり且つしっかりと認められる経験を通し、自分の考えを伝えようとする気持ちや、周りの人の話を聞こうとする意欲を育みます。
・関わり合いの楽しさの積み重ねの中で、受け取ろう・伝えようとする意欲を支え、その子らしいコミュニケーション能力の向上を目指します。

・遊びを通して自分の素敵さを実感しながら、友達や周りの大人とかかわり合うことを楽しいと実感する経験を積み重ね、人への関心や関わりの意欲を高めていくと共に、その子なり
　のかかわり方を知っていけるように支援します。

支援方針
・重症心身障害や身体介助・医療的ケアが必要なお子様が小集団での遊びを通して、人とかかわりながらその子なりにその子らしく社会参加をする経験を積み重ねられるように、
　その子の特性に合わせながら支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・障害問わず、年齢問わず療育を提供し、生涯発達保障にむけて支援する。
・どんなに障害が重くても、地域生活をその人らしく豊かに送ることができるよう支援する。

事業所名 指定放課後等デイサービス　楡の会　あーち 作成日支援プログラム


